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コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
全
国
か
ら

　
　
　
　
　
三
〇
〇
名
が
参
加

都
市
の
木
造
化
推
進
へ

　
　
　
　
　
宣
言
決
議
を
採
択

「
つ
く
る
責
任
」・「
つ
か
う
責
任
」—

木
材
利
用
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ—

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
掲
げ

た
第
五
十
五
回
全
国
木
材
産
業
振
興

大
会
が
、
十
月
十
四
日
（
木
）
札
幌

市
の
「
か
で
る
２
・７
（
北
海
道
立
道

民
活
動
セ
ン
タ
ー
）」
に
お
い
て
全
国

か
ら
三
〇
〇
余
名
が
参
加
し
開
催
さ

れ
た
。

第
一
部
は
、
国
歌
斉
唱
の
後
、
江

本
博
幸
道
木
連
副
会
長
の
開
会
の
言

葉
、
こ
の
一
年
間
の
物
故
者
に
対
す

る
黙
と
う
と
続
き
、
松
原
正
和
道
木

連
会
長
か
ら
歓
迎
の
挨
拶
が
行
わ
れ

た
。
続
い
て
鈴
木
和
雄
全
木
連
会
長

に
よ
る
主
催
者
挨
拶
、
来
賓
と
し
て

出
席
さ
れ
た
金
子
原
二
郎
農
林
水
産

大
臣
（
代
理 

天
羽
隆
林
野
庁
長
官
）、

斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通
大
臣
（
代
理 

前

田
亮
国
交
省
住
宅
局
木
造
住
宅
振
興

室
長
）、
鈴
木
直
道
北
海
道
知
事
（
代

理 

土
屋
俊
亮
副
知
事
）、
秋
元
克
広

札
幌
市
長
（
代
理 

吉
岡
亨
副
市
長
）

大会会場（札幌市：かでる 2・7）

歓迎の挨拶　松原北海道木連会長

挨拶する　鈴木全木連会長

　
全
国
木
材
協
同
組
合
連
合
会
創
立
六
十
周
年
記
念

　
　
第
五
十
五
回
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会
開
催
（
札
幌
市
）
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が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。
参
列
さ
れ

た
来
賓
の
紹
介
、
祝
電
の
披
露
、
道

木
青
連
の
三
津
橋
佳
奈
、
瀧
澤
貴
弘

の
お
二
人
に
よ
る
現
地
報
告
に
続
き
、

鈴
木
雄
一
郎
道
木
青
連
会
長
が
大
会

宣
言
（
別
掲
）
を
朗
読
し
、
満
場
一

致
で
決
議
し
た
後
、
鈴
木
全
木
連
会

長
に
よ
る
決
意
表
明
が
行
わ
れ
た
。

第
二
部
は
、
旭
川
市
旭
山
動
物
園

園
長
の
坂
東
元
氏
に
よ
る
「
伝
え
る

の
は
命 

繋
ぐ
の
は
命 

～
今
は
未
来

の
た
め
に
～
と
題
し
た
記
念
講
演
が

行
わ
れ
た
。
動
物
の
死
も
含
め
て
あ

り
の
ま
ま
の
姿
を
見
せ
る
工
夫
を

し
て
世
界
有
数
の
動
物
園
と
な
っ

た
こ
と
、
人
間
の
都
合
で
有
害
と

さ
れ
て
い
て
も
生
態
系
の
一
員
で

あ
り
不
用
な
生
物
は
い
な
い
こ
と

や
、
ボ
ル
ネ
オ
で
の
野
生
動
物
保

護
活
動
の
中
で
森
林
と
の
係
わ
り

を
持
っ
た
が
、
認
証
木
材
を
適
切

に
管
理
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考

え
た
こ
と
な
ど
興
味
深
い
内
容
に

参
加
者
は
皆
、
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
た
。

第
三
部
の
表
彰
式
は
、
松
原
正

和
全
木
協
連
会
長
の
挨
拶
、
天
羽

隆
林
野
庁
長
官
の
祝
辞
の
後
、
退

任
団
体
長
表
彰
、
木
材
産
業
功
労

者
表
彰
、
協
同
組
合
事
業
功
績
者

表
彰
が
行
わ
れ
、
農
林
水
産
大
臣

賞
を
受
賞
し
た
渡
辺
昭
全
木
協
連

理
事
が
受
賞
者
を
代
表
し
て
謝
辞

を
述
べ
た
。　
　

次
い
で
、
次
期
開
催
地
（
令
和

四
年
十
月
二
十
七
日
、
郡
山
市
開

催
）
の
福
島
県
の
復
興
を
Ｐ
Ｒ
す

る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
放
映
さ
れ
る
と
と
も

に
、
鈴
木
裕
一
福
島
県
木
協
連
会

長
か
ら
挨
拶
が
行
わ
れ
、
最
後
に

三
津
橋
央
道
木
連
理
事
が
閉
会
の

言
葉
を
述
べ
て
、
盛
会
の
う
ち
に

終
了
し
た
。

来賓祝辞　天羽林野庁長官

表彰式挨拶　松原全木協連会長

開会の言葉　江本北海道木連副会長

第 55回全国木材産業振興大会
「つくる責任」・「つかう責任」

― 木材利用からアプローチするＳＤＧ s ―
宣言決議

　木材利用の拡大は、森林・林業の活性化のみならず地球温暖化防止、地方創生、国土強靭化などを通じ、豊かな暮らしや脱炭素社会の実現に大き
く貢献するものであり、森林資源が充実しつつある中、「伐って、使って、植えて、育てる」という資源の循環利用の確立が重要な課題である。
　全国各地で木造施設等が数多く建設されるようになり、都市部の建築物の木造化・木質化が大きく進み始めようとしている。これは木材を優先し
て活用する ‘ ウッドファースト社会 ’ の実現に向けて、政府、与党、経済界に訴えてきた我々の活動の成果と認識している。

　このような中、「脱炭素社会の実現に資する等のための建築物等における木材の利用の促進に関する法律」（通称：都市 ( まち ) の木造化推進法）
が制定され、対象を建築物一般に拡大し、安全・安心な木材の安定供給体制の構築とともに、都市の木造化・木質化の推進に向けて政府が一丸となっ
て取り組むこととなった。
　今後、我々木材産業界としては、木材利用の促進により山元に利益を還元するための仕組み作りに率先して取り組むとともに、消費者・ユーザー
の協力を得つつ、木材利用を国民運動として展開を図っていくことが重要である。

　そのため、次の事項について、経済界など多様な関係者の連携の下に英知を結集して行動する。

1． 	都市部などでの木材利用の積極的な拡大のため、国民理解の醸成に取り組む。 
2． 	森林資源の循環利用を実現するため、森林環境譲与税等も活用し、山元に利益を還元できる体制の構築に森林・林業、建設業界と一体となっ
　　て取り組む。
3． 	木材産業振興のため、予算の確保、税制措置の継続に取り組む。
4． 	新たな木材需要を創出するため、技術開発・普及等に取り組む。
5．	 合法伐採木材、ＪＡＳ製品等、品質・性能の確かな木材供給や人材の育成確保に取り組む。

以上、決議する。
令和 3 年 10 月 14 日

第 55 回全国木材産業振興大会

受
賞
を
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す

令
和
三
年
秋
勲
章
・
褒
章
受
章
者
　（
敬
称
略
）

旭
　
日
　
小
　
綬
　
章
　
　	

谷
　
口
　
　
幸
　
三
　
　（
兵
　
庫
）

旭
　
日
　
小
　
綬
　
章
　
　	

酒
　
田
　
　
三
　
男
　
　（
山
　
口
）

旭
　
日
　
双
　
光
　
章
　
　	

佐
　
藤
　
　
教
　
誘
　
　（
北
海
道
）

瑞
　
宝
　
小
　
綬
　
章
　
　	

大
　
迫
　
　
敏
　
裕
　
　（
チ
ッ
プ
）

瑞
　
宝
　
小
　
綬
　
章
　
　	

矢
　
内
　
　
公
　
男
　
　（
全
天
連
）

瑞
　
宝
　
双
　
光
　
章
　
　	

藤
　
田
　
　
彰
　
裕
　
　（
島
　
根
）
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来賓祝辞　吉岡札幌副市長 来賓祝辞　土屋北海道副知事 来賓祝辞　前田国土交通省木造住宅振興室長

大会宣言　鈴木北海道木青連会長 現地報告　三津橋・瀧澤氏（北海道木青連）

全木連退任団体長表彰　鈴木会長、吉川、西村 ( 代理：西村 )、高碕、藏津

林野庁長官感謝状　全木連の皆様

記念講演　坂東旭川市旭山動物園園長

全木協連退任団体長表彰　松原会長、吉川、西村 ( 代理：西村 )

日
時
：
令
和
四
年
十
月
二
十
七
日
（
木
）

場
所
：
け
ん
し
ん
郡
山
文
化
セ
ン
タ
ー

	

福
島
県
郡
山
市

　
　
　
（
懇
親
会
会
場
：
未
定
）

☆
木
材
利
用
促
進
の
た
め
、

　
大
勢
の
参
加
で
大
会
を

　
盛
り
上
げ
よ
う
！

第
十
三
回

新
た
な「
木
材
利
用
」事
例
発
表
会

日
時
：
令
和
四
年
二
月
十
六
日
（
水
）

	

13
：
30
～
16
：
30

場
所
：
木
材
会
館 

七
階
ホ
ー
ル

	

（
江
東
区
新
木
場
一
一-

一
八-

八
）

主
催
：	（
一
社
）
全
国
木
材
組
合
連
合
会

	

木
材
利
用
推
進
中
央
協
議
会

定
員
：
一
五
〇
名

	

（
一
般
消
費
者
、
建
築
・
設
計
、

	

木
材
関
係
者
等
）

第
五
十
六
回
全
国
木
材

産
業
振
興
大
会

（
福
島
大
会
）

受賞者の皆様



令和 3年 12 月 3日（金曜日） （第 688 号）全　木　連　時　報

閉会の言葉　三津橋北海道木連理事司会　渡辺陽子

全木協連会長賞　代表　髙村前日田木材協同組合理事 林野庁長官感謝状　全木協連の皆様

農林水産大臣感謝状（林野庁長官、渡辺、網中） 大臣感謝状（網中氏）

受賞者代表謝辞　渡辺全木協連理事

大臣感謝状（渡辺氏）

次期開催地挨拶　鈴木福島県木協連会長

全木連会長賞　代表　中田東北海道木材協会副会長

受賞者の皆様
おめでとうございました



長
　
　
　
崎	

古
　
場
　
信
　
行

熊
　
　
　
本	

清
　
水
　
　
　
朗

大
　
　
　
分	

諌
　
本
　
初
　
美

宮
　
　
　
崎	

河
　
野
　
　
　
太

全
　
木
　
検	

西
　
村
　
勝
　
美

農 

林 

水 

産 

大 

臣 

感 

謝 

状

東
　
　
　
京	

渡
　
辺
　
　
　
昭

　	

網
　
中
　
　
　
勝
　
　  

林 

野 

庁 

長 

官 

感 

謝 

状

埼
　
　
　
玉	

大
河
原
　
章
　
吉

東
　
　
　
京	

田
　
中
　
直
　
木

　
　	

角
　
田
　
　
　
材

広
　
　
　
島	

松
　
浦
　
寛
　
治

熊
　
　
　
本	

田
　
中
　
清
　
年

鹿
　
児
　
島	

川
　
﨑
　
弘
　
一

全 
木 
協 

連 

会 

長 

表 

彰 

状

北
　
海
　
道	

伊
　
藤
　
　
　
守
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全 

木 

連 

会 
長 
感 
謝 

状

神
　
奈
　
川	

吉
　
川
　
芳
　
郎

富
　
　
　
山
　
　
故 	

西
　
村
　
亮
　
彦

木
材
防
腐	

高
　
崎
　
　
　
實

ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
　	

藏
　
津
　
　
　
洋

　全 

木 

協 

連 

会 

長 

感 

謝 

状

神
　
奈
　
川	

吉
　
川
　
芳
　
郎

原
　
　
　
木	

亀
　
井
　
吉
　
隆

富
　
　
　
山
　
　
故 	

西
　
村
　
亮
　
彦

林 

野 

庁 

長 

官 

感 

謝 

状

北
　
海
　
道	

高
　
橋
　
範
　
行

	

佐
　
野
　
公
　
彦

山
　
　
　
形	

會
　
田
　
悦
　
陸

東
　
　
　
京	

深
　
谷
　
　
　
昇

富
　
　
　
山	

中
　
山
　
健
　
藏

愛
　
　
　
知	

上
　
地
　
浩
　
之

大
　
　
　
阪	

佐
　
藤
　
原
　
二

兵
　
　
　
庫	

小
　
林
　
　
　
進

広
　
　
　
島	

雲
　
地
　
辰
　
明

愛
　
　
　
媛	

井
　
上
　
　
　
剛

高
　
　
　
知	

國
　
友
　
昭
　
香

熊
　
　
　
本	

佐
　
藤
　
三
　
郎

大
　
　
　
分	

瀬
　
戸
　
亨
一
郎

宮
　
　
　
崎	

小
　
田
　
光
　
信

全 

木 

連 
会 
長 
表 

彰 

状

北
　
海
　
道	
三
津
橋
　
　
　
央

　	

中
　
田
　
博
　
文

岩
　
　
　
手	

佐
々
木
　
勇
　
二

群
　
　
　
馬	

和
南
城
　
修
　
一

　	

齋
　
藤
　
雄
一
郎

埼
　
　
　
玉	

島
　
﨑
　
政
　
敏

千
　
　
　
葉	

福
　
田
　
昌
　
広

神
　
奈
　
川	

吉
　
川
　
芳
　
郎

東
　
　
　
京	

河
　
合
　
信
一
郎

　	

高
　
田
　
吉
　
行

　	

長
谷
川
　
泰
　
治

　	

清
　
水
　
啓
　
雄

富
　
　
　
山	

元
　
尾
　
智
　
幾

長
　
　
　
野	

野
　
村
　
　
　
弘

静
　
　
　
岡	

川
　
村
　
右
　
介

　	

平
　
松
　
保
　
秀

愛
　
　
　
知	

峰
　
野
　
成
　
彦

　	

山
　
田
　
邦
　
孝

　	

栗
　
田
　
義
　
仁

　	

吉
　
住
　
竜
　
志

三
　
　
　
重	

中
　
川
　
浩
　
之

大
　
　
　
阪	

峠
　
口
　
和
　
彦

　	

桝
　
谷
　
雅
　
彦

　	

木
　
村
　
正
　
承

　	

長
　
尾
　
重
　
司

　	

中
　
西
　
嘉
　
彦

　	

大
　
賀
　
信
　
幸

　	

松
　
下
　
哲
　
也

　	

藤
　
木
　
　
　
剛

兵
　
　
　
庫	

川
　
本
　
雅
　
文

　	

山
　
本
　
定
　
夫

和
　
歌
　
山	

川
　
口
　
善
　
一

　	

瀬
　
古
　
伸
一
郎

岡
　
　
　
山	
青
　
木
　
善
　
則

広
　
　
　
島	

村
　
上
　
　
　
寛

　	

松
　
浦
　
正
　
人

　	

大
之
木
　
伸
　
行

徳
　
　
　
島	

野
　
田
　
稔
　
雄

愛
　
　
　
媛	

日
　
野
　
猛
　
仁

高
　
　
　
知	

坂
　
本
　
　
　
一

前
大
会
以
降
退
任
団
体
長

感
謝
状
名
簿

（
敬
称
略
）

木
材
産
業
功
労
表
彰
者
名
簿

東
　
　
　
京	

吉
　
条
　
正
　
明

　	

小
　
泉
　
　
　
勝

　	

佐
久
間
　
明
　
男

　	

野
　
田
　
修
　
嗣

　	

倉
　
持
　
雅
　
則

長
　
　
　
野	

細
　
田
　
信
　
昭

　	

纐
　
纈
　
和
　
人

静
　
　
　
岡	

本
　
郷
　
裕
　
規

　	

小
長
井
　
義
　
友

　	

又
　
平
　
義
　
和

愛
　
　
　
知	

浅
　
井
　
勇
　
詞

　	

大
　
黒
　
い
づ
み

三
　
　
　
重	

松
　
村
　
頼
　
清

岡
　
　
　
山	

木
　
下
　
恒
　
久

　
　	

竹
　
久
　
　
　
正

広
　
　
　
島	

大
　
内
　
貴
　
光

　	

神
　
原
　
秀
　
尚

徳
　
　
　
島	

村
　
井
　
秀
　
浩

　	

山
　
本
　
健
　
司

大
　
　
　
分	

髙
　
村
　
行
　
雄

　	

濵
　
野
　
伸
　
介

協
同
組
合
事
業

功
績
表
彰
者
表
彰
名
簿

全木連は、国産材を活用し
日本の森林を守る運動に
取り組んでいます。

http://www.kokusanzaikatuyo.jp/
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副
会
長
が
退
任
し
た
。

【
全
木
連
】

臨
時
総
会
：
役
員
選
任
／
本
郷
浩

二
（
事
務
局
）、栗
林
一
郎
（
神
奈
川
）、

米
澤
政
幸
（
富
山
）
の
理
事
就
任
。

理
事
会
：
①
令
和
三
年
度
業
務
執

行
状
況
報
告
。
②
役
員
選
任
／
本
郷

浩
二
、
日
當
和
孝
（
岩
手
）、
榎
本
長

治
（
和
歌
山
）
の
副
会
長
就
任
。

【
全
木
協
連
】

臨
時
総
会
：
役
員
選
任
／
本
郷
浩

二
、
栗
林
一
郎
、
米
澤
政
幸
の
理
事

就
任
、
氏
橋
武
史
（
原
木
）
の
監
事

就
任
。
理
事
会
：
①
令
和
三
年
度
中

間
事
業
報
告
、
②
役
員
選
任
／
本
郷

浩
二
、
日
當
和
孝
、
榎
本
長
治
の
副

会
長
就
任
。

【
木
退
共
】

臨
時
総
会
：
役
員
選
任
／
本
郷
浩

二
、
辻
井
重
の
理
事
及
び
栗
林
一
郎

の
監
事
就
任
。
理
事
会
：
①
令
和
三

年
度
業
務
執
行
状
況
報
告
、
②
役
員

選
任
／
本
郷
浩
二
の
専
務
就
任
。（
敬

称
略
）
※
新
任
の
み
掲
載

臨
時
総
会
等
終
了
後
、
情
報
交
換

会
を
開
催
し
、
齋
藤
健
一
林
野
庁
木

材
産
業
課
長
、
小
島
裕
章
同
木
材
利

用
課
長
、
前
田
亮
国
土
交
通
省
木
造

住
宅
振
興
室
長
か
ら
、
令
和
四
年
度

予
算
概
算
要
求
の
概
要
等
に
つ
い
て

の
説
明
が
行
わ
れ
た
。
引
き
続
い
て

質
疑
応
答
に
移
り
、
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

林業・木材産業災害復旧支援のお知らせ
豪雨や台風により被害を受けられた皆様に対し心からお見舞い申し上げます。当基金では、以下のとおり支援策を設けて
おりますので御活用下さい。

 

 
 

全
木
連
・
全
木
協
連
等

　
　
　
臨
時
総
会
・
理
事
会
開
催

　（
一
社
）全
国
木
材
組
合
連
合
会
、

全
国
木
材
協
同
組
合
連
合
会
、（
一
社
）

木
材
産
業
退
職
金
共
済
会
の
臨
時
総

会
・
理
事
会
が
、十
一
月
十
八
日（
木
）、

木
材
会
館
（
東
京
都
江
東
区
新
木
場
）

で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
会
員
が
参

加
し
た
。
総
会
に
先
立
ち
、
午
前
に

正
副
会
長
会
議
が
開
催
さ
れ
、
総
会

の
進
め
方
等
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ

れ
た
。
ま
た
、
事
務
局
の
島
田
泰
助

○電話で相談できる窓口を設置しています。
被害を受けられた林業・木材産業の皆様を対象に、必要とする資金の円滑な融通、既貸付　金の償還猶予等のご相談・ご照
会に対応しています。

○林業・木材産業災害復旧対策保証を行います。
「令和３年５月 11 日から 7 月 14 日までの間の豪雨による災害」及び「令和３年８月７日から同月 23 日までの間の暴風雨
及び豪雨による災害」が当該保証の対象となりました。
当該災害による被害の復旧・再建資金の借入を 8 千万円まで保証します。( 最大 5 年間　保証料免除、２年間返済据置 )

林業・木材産業災害復旧対策保証の対象となる資金例
●設備資金：浸水により故障した製材用機械の買換え資金、台風により破損した高性能林業機械の買換え資金、破損した

機械の買換えを補助金を利用して行った場合の補助残資金　等
●運転資金：事業停止期間中の人件費、新たな立木や原木の購入費、流入土砂の処理費用、破損した機械・設備の廃棄費

用、破損した機械の修繕費用、高性能林業機械の代替機のリース料　等

独立行政法人 農林漁業信用基金 お気軽にご相談ください。
【TEL】03(3434)7826,7827
【FAX】03(3434)7837
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第
二
〇
四
回
通
常
国
会
に
お
い
て
成

立
し
た
「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す

る
等
の
た
め
の
建
築
物
等
に
お
け
る
木

材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
が

令
和
三
年
六
月
十
八
日
に
公
布
、
同
十

月
一
日
に
施
行
さ
れ
、
こ
れ
を
記
念
し

た
講
演
及
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
記
念

す
べ
き
第
一
回
の
「
木
材
利
用
促
進
の

日
」
の
十
月
八
日
（
金
）
午
後
、
有
楽

町
朝
日
ホ
ー
ル
（
東
京
都
千
代
田
区
）

に
お
い
て
、
会
場
参
加
者
約
二
七
〇
名
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
者
約
五
三
〇
名
を
集
め
て

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

今
後
、
こ
の
法
律
を
契
機
と
し
た
木

材
利
用
に
よ
る
森
林
整
備
の
促
進
や
森

「
都
市
（
ま
ち
）
の
木
造
化
推

進
法
」
施
行
記
念
講
演
会
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

林
資
源
の
循
環
利
用
シ
ス
テ
ム
の
国
民

運
動
と
し
て
の
浸
透
・
普
及
、
木
材
利

用
及
び
森
林
循
環
シ
ス
テ
ム
の
大
切
さ

の
周
知
に
向
け
た
活
動
に
取
組
む
。

司
会
進
行　

み
ど
り
の
女
神

（
小
林
優
希
氏
）

１ 

開 

会

２ 

挨 

拶

(1) 

前
田
直
登
実
行
委
員
会
委
員
長

(2) 

金
子
原
二
郎
農
林
水
産
大
臣

    （
木
材
利
用
促
進
本
部
長 

代
理

	
 

天
羽
隆 

林
野
庁
長
官
）

３ 

式 
典

(1) 

記
念
講
演

講
師
：
隈
研
吾
氏
（
建
築
家
）

演
題
：『
木
が
拓
く
日
本
の
未
来
』

(2) 

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

<

パ
ネ
リ
ス
ト>

① 

隈
研
吾
氏
（
建
築
家
）

② 

隅
修
三
氏

  （
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険 

株
式
会
社
相
談
役
）

③ 

伊
藤
明
子
氏
（
消
費
者
庁
長
官
）

④ 

平
田
美
紗
子
氏
（
林
業
漫
画
家
）

<

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー>

天
羽
隆
氏
（
林
野
庁
長
官
）

４ 

結
び
の
言
葉

（
Ｊ
Ｂ
Ｎ
・
全
国
工
務
店
協
会

 

会
長
大
野
年
司
）

動
画
：w

w
w

.jcatu.jp/sym
posium

2021

農林水産大臣のご祝辞 ( 天羽林野庁長官代読 )　

景 況 調 査
　　　　　　　　　令和３年１０月分集計表　　　　（　　　　）内は実数　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	 　　〔流通部門〕　　　　　　　　　　　　　	 	 	 	  モニター数１３１　回答８７　回収率６６％
	 　　当月の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

販  売  量 増加３４％（３０） 変わらず４６％（４０） 　減少２０％（１７）
仕  入  量 増加３２％（２８） 変わらず５３％（４６） 　減少１５％（１３）
販売価格 上昇５３％（４６） 変わらず４４％（３８） 　下降　３％（　３）
仕入価格 上昇５７％（５０） 変わらず３９％（３４） 　下降　３％（　３）

	 　　来月の見通し
販  売  量 増加２４％（２１） 変わらず６１％（５３） 　減少１５％（１３）
仕  入  量 増加２２％（１９） 変わらず６４％（５６） 　減少１４％（１２）
販売価格 強含み３４％（３０） 保ち合い５９％（５１） 弱含み　７％（　６）
仕入価格 強含み４４％（３８） 保ち合い５２％（４５） 弱含み　５％（　４）

３ヵ月後相場予想 強 含 み 保ち合い 弱 含 み
米　　材 ４３％（２８） ４３％（２８） １４％（　９）
南  洋  材 ３９％（２２） ５３％（３０）  　９％（　５）

北洋材（欧州材を含む） ４６％（２９） ４４％（２８） １０％（　６）
国  産  材 ３４％（２８） ４９％（４１）   １７％（１４）
建　　材 ４９％（３１） ４８％（３０）   　３％（　２）

	 　　プレカットの動向
発注後、加工までの待
ち時間

１ヶ月以内 １ヶ月 １ヶ月以上
２１％（１３） ５１％（３１） ２８％（１７）

	 　　〔製造部門〕　　　　　　　　　　　　	 	 	 　　　　モニター数１２６　回答数９３　回収率７４％
	 　　当月の状況

販  売  量 増加３３％（３０） 変わらず５９％（５４） 減少　８％（　７）
仕  入  量 増加３４％（３１） 変わらず５２％（４７） 減少１４％（１３）
販売価格 上昇３３％（３０） 変わらず６３％（５７） 下降　４％（　４）
仕入価格 上昇４５％（４１） 変わらず４６％（４２） 下降　９％（　８）

	 　　来月の見通し
販  売  量 増加２５％（２３） 変わらず６６％（６０） 減少　９％（　８）
仕  入  量 増加２５％（２３） 変わらず６５％（５９） 減少１０％（　９）
販売価格 強含み２９％（２６） 保ち合い６５％（５９） 弱含み　７％（　６）
仕入価格 強含み４０％（３６） 保ち合い４９％（４５） 弱含み１１％（１０）

３ヵ月後相場予想 強含み 保ち合い 弱含み
米　　材 ５０％（１６） ３４％（１１）   １６％（　５）   
南 洋 材 ４８％（１１） 　 ４３％（１０） ９％（　２）

北洋材（欧州材を含む） ５４％（１４） ４２％（１１） ４％（　１）
国 産 材 ４７％（４０） ３９％（３３）  １４％（１２）

	 　　プレカットの動向　　
受注後、加工までの待
ち時間

１ヶ月以内 １ヶ月 １ヶ月以上
２１％（　８） ４９％（１９） ３１％（１２）
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間伐紙（木になる紙）を使用しています。

木
材
利
用
優
良
施
設
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰
式
の
開
催

木
材
利
用
推
進
中
央
協
議
会
は
、

木
材
の
需
要
拡
大
を
図
る
た
め
木
材

の
素
晴
ら
し
さ
や
最
新
の
木
材
利
用

技
術
を
よ
り
多
く
の
方
々
に
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
五

年
か
ら
「
木
材
利
用
優
良
施
設
コ
ン

ク
ー
ル
」
を
開
催
し
て
優
良
な
木
造
・

木
質
化
施
設
を
表
彰
し
て
き
た
。

本
年
も
地
域
材
を
駆
使
し
、
木
材

の
ぬ
く
も
り
を
活
か
す
な
ど
、
素
晴
ら

し
い
作
品
の
応
募
が
多
数
あ
り
、
令
和

三
年
十
月
二
十
九
日
（
金
）
に
木
材
会

館
（
東
京
都
江
東
区
新
木
場
）
に
お

い
て
表
彰
式
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

表
彰
式
は
ウ
ェ
ブ
で
も
中
継
し
、

表
彰
式
の
出
席
者
及
び
ウ
ェ
ブ
参
加

申
込
者
合
わ
せ
て
約
一
三
〇
人
が
参

加
し
た
。（
木
材
利
用
推
進
中
央
協
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
表
彰
式
の
映
像

を
掲
載
。）

http://w
w
w
.jcatu.jp/com

m
endation/13_

list_detail.htm
l

【
内
閣
総
理
大
臣
賞
（
一
点
）】

○
あ
わ
く
ら
会
館

（
岡
山
県
英
田
郡
西
粟
倉
村
）

受
　
賞
　
施
　
設

【
国
土
交
通
大
臣
賞
（
一
点
）】

○
タ
ク
マ
ビ
ル
新
館
（
研
修
セ
ン
タ
ー
）

（
兵
庫
県
尼
崎
市
）

【
林
野
庁
長
官
賞
（
三
点
）】

○
木
曽
町
役
場
本
庁
舎

（
長
野
県
木
曽
郡
木
曽
町
）

【
木
材
利
用
推
進
中
央
協
議
会

会
長
賞
（
四
点
）】

○
滋
賀
県
林
業
会
館

（
滋
賀
県
大
津
市
）

○
道
の
駅
し
た
ら
・
設
楽
町
奥
三
河
郷
土
館

（
愛
知
県
北
設
楽
郡
設
楽
町
）

○
ア
ネ
シ
ス
茶
屋
ヶ
坂

（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

○
高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
駅　

（
東
京
都
港
区
）

【
審
査
委
員
会
特
別
賞
（
二
点
）】

○
南
予
森
林
組
合
新
事
務
所

（
愛
媛
県
北
宇
和
郡
鬼
北
町
）

○
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ　

　
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ　
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｇ
Ｅ

（
岐
阜
県
各
務
原
市
）

【
農
林
水
産
大
臣
賞
（
一
点
）】

○
髙
惣
木
工
ビ
ル（

宮
城
県
仙
台
市
）

【
環
境
大
臣
賞
（
一
点
）】

○
流
山
市
立
お
お
ぐ
ろ
の
森
小
学
校

（
千
葉
県
流
山
市
）

○
桐
朋
学
園
宗
次
（
む
ね
つ
ぐ
）
ホ
ー
ル

（
東
京
都
調
布
市
）

○
南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合　
新
消
防
庁
舎

（
福
島
県
南
会
津
郡
南
会
津
町
）

表彰式（内閣総理大臣賞）

宮崎雅夫農林水産大臣政務官のご祝辞


